
公益社団法人 私立大学情報教育協会 

令和５年度 大学職員情報化研究講習会 
～基礎講習コース～ 

開 催 要 項 
https://www.juce.jp/kenshu/kisoko2023/ 

  開催趣旨 

本協会では私立大学における職員の職務能力の開発・強化を支援するため、ICT を駆使して質の向上を

目指した新しい学びの創出、教職員の意識改革、学修者本位の教育への転換に向けて、教育改革 DX、

学生支援改革 DX、業務改革 DX について、知識・理解の獲得と実践的な考察力の促進支援を目的として

研究講習を実施しています。 

 本コースは、DX 化に向けた取組み情報を提供し、その上で大学改革を目指した DX 構想案の提案を通

じて主体的に取組む考察力の獲得を目指します。 
 

１. 本コースのねらい 

開催趣旨に基づき、参加者が次のような成果を修得することを目指します。 
① ICT の活用が大学の管理運営、教育活動の充実に果たしている役割を認識する。 
② 問題発見・解決プロセスの体験を通じて、自己の業務の改善や職場における課題解決に ICT の活用を

考察し、アクションプランを提案できるようにする。 
 

２．対象者：私立大学・短期大学に所属する職員 
      （勤務年数の浅い方々や他業種からの転職者など当協会への加盟・非加盟は問いません） 
 

３．日程：令和５年１０月１８日(水)１３時００分～２０日(金) 正午解散 
 

４．会場：ダイワロイヤルホテル THE HAMANAKO  
（静岡県浜松市西区雄踏町山崎 4396-1 ☎053-592-2222） 

＊ 最寄り駅 JR 東海道本線「舞阪」駅（浜松駅より約 5 分）より送迎バスを用意しております。 
 

５．募集定員：５０名（申込先着順） 
 

６．申込方法：「申込書」に記入いただきメール添付または FAX で申込みください。 

締切は 10 月 11 日(水)ですが定員に余裕があれば受け付けますので問い合わせ下さい。 
  mail：info@juce.jp FAX：03-3261-5473 Tel：03-3261-2798 
 

７．参加費： 加盟校は、1 名につき 26,000 円 （10％対象の税込金額 26,000 円、内消費税額 2,363 円） 
非加盟校は、1 名につき 46,000 円（10％対象の税込金額 46,000 円、内消費税額 4,181 円） 

  その他に、宿泊費（シングルユース 2 泊 5 食付）として 42,500 円(税込)を１日目受付時に直接ホテルへ

お支払いください。 
 

８．参加費の支払い：大学でまとめて 10 月 11 日(水)までに銀行振込によりお支払いください。 
  ＜振込先＞ りそな銀行 市ヶ谷支店 普通預金口座 口座番号：００５４４０９ 

        名義人：私情協  シジョウキョウ 

＊ インボイス登録番号 T4010005016714 
＊ キャンセルの場合は 10 月 11 日(水)までにご連絡いただければ振り込み手数料を差し引いた参加費を返

金します。それ以降のキャンセルは、資料代等の実費を請求します。 
＊ 当日のキャンセルは、ホテルのキャンセル料が 100%発生しますのでご了承願います。 

 

９．準備物 

 ＊ グループ討議のまとめをパソコンで行いますので、準備可能な方はノートパソコンをご持参ください。 

 



 

10．プログラム概要 

（１）情報提供 18 日 13:00～15:30 

① 開会挨拶：河合 儀昌 氏（金沢工業大学常任理事、運営委員会担当理事） 

② イントロダクション：木村 増夫 氏（上智学院理事、運営委員会委員長） 

③ データドリブン思考による意識・業務改革 

和田  満 氏（桜美林学園総務部長、総合企画部長） 

④ 業務の IT 化と DX 

絹川 真哉 氏（駒澤大学学長補佐、教務部長） 

⑤ 生成系 AI の企業での活用事例と向き合い方、そして大学業務への展開 

向田 志保 氏（三井化学株式会社 DX 推進本部 DX 企画管理部データサイエンスチームリーダー） 

⑥ 大学データの収集・前処理から分析、結果の共有まで：そして価値創造へ 

鎌田 浩史 氏（上智学院 IR 推進室チームリーダー/上智大学基盤教育センター非常勤講師） 

⑦ サイバー攻撃のリスクとセキュリティ対策の基礎知識（ビデオ講演） 

松坂 志 氏（情報処理推進機構セキュリティセンター） 

（２）グループ討議 18 日 15：30～20 日 12：00 

 ① 討議と成果のまとめ 
 職員各自が果たすべき役割やそれを実現するための手段として、ICT を活用する意義・重要性につい

て理解します。 
本研修の課題として設定した３つのテーマ（教育改革 DX、学生支援改革 DX、業務改革 DX）につい

て、具体的な課題を絞り込み、自らがどのように関与すべきか、ICT を活用した望ましい改善策の提言

作りを通じて、主体的な考察力、イノベーションに取組む姿勢の獲得を目指します。 
② 発表・相互評価 

 グループ討議の成果を発表し、グループ間での相互評価・意見交換を行い、様々な課題や解決のあり

方があることを体験します。 
（３）事後研修 

 グループ討議の成果、本講習会に参加して獲得したこと、今後 ICT をどのように業務に活かしていく

か等についてとりまとめた（Web 回答）を 11 月 2 日（木）までに提出していただきます。 
 

スケジュール 
10 月 18 日（水）  10 月 19 日（木）  10 月 20 日（金） 

   9：00 グループ討議  9：00 グループ討議 
発表準備 

      9：30 発表・相互評価 

(発表 10 分質疑 5 分) 

12：00 受付開始  12：00 昼食・休憩  12：00 解散 

13：00 開会挨拶 
イントロダクション 

オリエンテーション 

 13：00 グループ討議    

13：30 情報提供       

  

 

 14：00 中間発表・意見交換 

(発表 5 分質疑 5 分) 

   

15：30 グループ討議 

 

 15：40 グループ討議    

17：00 休憩  17：00 休憩    

18：00 夕食・交流  18：00 夕食    

19：30   19：00     

 
 


